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  ◀◀ まちの話題

西谷で「集落営農団体」発足
５月３１日　設立総会

吉野の未来のために

長、町暮らし環境整備課農林振興室の担当者が出席しま

した。設立総会では団体規約や事業計画、予算などについ

ての説明が行われ、承認されました。

西谷地区において、吉野町で２例目となる集落営農団体が

設立されました。「集落営農」とは、吉野町が進める「農地

保全活動推進事業」の一つで、増え続ける耕作放棄地と

農地の荒廃に歯止めをかけ、効率的で安定した農業生産

を集落全体で取り組むものです。

３月から設立準備会議を５回設け、組織で行う事業計画な

どが話し合われ、団体名は「西谷ファーミングチーム」と名

付けられました。5月31日には西谷農事集会所で設立総会

が開かれ、集落営農に賛同する地元生産者や西谷自治会

Sustainable Communities

◀▼西谷地区集落営農団体

　　設立総会の様子

◆地区内農地の利活用地の
調査

◆農作業機械等の購入

◆農作業の受託生産活動

◆農作業機械の保管施設
購入

◆農産物の販売（ふるさと
納税返礼品等）など

西谷ファーミングチームの事業内容

町は施策推進にあたって専門的な立場から指導・助言を得る

ため、令和３年度に政策アドバイザー制度を設置。４月１日か

らは、ソーシャルデザインから建築、まちづくりまで手がけるパ

ノラマティクス主宰/（株）アブストラクトエンジン代表取締役

で大阪・関西万博の共創プログラムディレクターも務める齋

藤氏が４人目となるアドバイザーに就任しました。齋藤氏は令

和２年から吉野山などで毎年行われている芸術祭「MIND 

TRAIL（マインドトレイル）」のプロデューサーとしても吉野町と

深いかかわりがあります。今後、公民連携に関することや木材

関連産業、地域デザイン、大阪・関西万博に関連した誘客等に

ついての助言を基に町の課題解決に向け、事業を進めます。

政策アドバイザーに齋藤精一氏

▶
就
任
式
で
の
中
井
町
長（
左
）と
齋
藤

氏（
６
月
８
日
吉
野
町
役
場
）

長年にわたり、学校教育・教育行政
に携わり、多大な功績をあげられた
ことから、上平喜英氏（上市・75歳）
に瑞宝双光章が贈られました。上平
氏は、民間企業や吉野町職員として
の経験を経て、昭和53年４月に川上
村で小学校教諭として奉職。その

後、国栖小学校教頭、県教育委員会事務局生涯学習
課課長補佐、国栖小学校長、吉野小学校長、吉野中
学校長を歴任されました（～平成19年3月）。平成22
年４月には吉野町教育委員会教育長に就任（～平成
28年４月）。ふるさと教育や幼保一元化などの多くの
取り組みが現在の吉野町の教育の柱となりました。上
平氏は、「この度の受章は、学校教育・教育行政に共
に取り組んできた教職員の方々、教育委員会事務局職
員の方々、また、ご支援をいただいた多くの地域の方々
のおかげと心から感謝しています。吉野町の教育のさ
らなる発展を願っております。」と語られました。

上平 喜英 氏上平 喜英 氏上平 喜英 氏

上平喜英 氏  瑞宝双光章 受章
うえひら よしひで

吉野山金峯山寺の国宝・仁王門は、建物を全て解体し、礎

石を掘り起こして据え直し、再度組み立てる全面的な改修

が行われています。令和４年５月から着手した本格的な解体

に際して、技法調査、改変調査が行われ、今後、礎石の沈下

などの原因調査や地下遺構の発掘調査も実施されます。

調査を基に地下の補強についての方針が立てられ、令和７

年度以降に建物が復旧される予定です。平成３０年の調査

工事から始まった、約７０年ぶりの解体修理は、令和１０年度

の末に完了する予定です。

金金金金金峯峯峯峯山山山山山寺寺寺寺寺寺仁仁王王王王王王門門 解解解解解解体体体体進進進進進むむむ
解体完了後、地下遺構の発掘調査へ
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地層部分には大きな穴が開いていることがわかった。

２階部分は解体され、下層（1階部分）の解体が進んでいる。

吉野林業を発展させる一大プロジェクトとして、昭和14年

に吉野貯木場が開設されて、８０年余り。上市の旧吉野木

材協同組合連合会事務所横に吉野杉で作られた看板が

設置されました。これは、吉野貯木ならではの魅力を伝え、

認知度を高めることなどを目的に、吉野製材工業協同組合

が町の令和４年度貯木活性化補助金を活用し、吉野町在

住のデザイナー富松暖氏の設計により製作されたもので

す。書体は、木箱などに印字する際に使用されていた「刷り

版」の文字を基にしたもので、貯木場の歴史が感じられる

吉野貯木場に新たな看板設置
５月13日　関係者が集まり除幕式

TOWN OF WOOD

木のまち　よしの

雰囲気を醸し出しています。看板は同じデザインのものが

吉野大橋南詰の橋屋交差点近くにも設置され、製材所な

どが立ち並ぶ吉野貯木エリアのシンボルとなっています。

近年、木材需要が伸び悩み、吉野の木材産業も低迷して

いる状況にある中で、自然と社会を繋いできた吉野貯木の

強みを再認識し、新たな価値の創造に向かうこれからの一

歩にしたいという地元の人々の思いのつまった看板。今後、

吉野製材工業協同組合は、同組合焼却場跡地を活用し、

モニュメントも製作する予定です。
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野木康司議長
奈良県町村議会議長会 副会長に就任
吉野郡町村議会議長会 会長に再任

令和５年５月１８日に開かれた吉
野郡町村議会議長会総会にお
いて、同会（野迫川村及び十津
川村を除く郡内９町村議会議長
による組織）の会長に、同月２５
日に開かれた奈良県町村議会
議長会役員会において同会の副会長に野木康司
議長が再任・就任されました。
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吉野町ふるさと納税

吉野町の企業・事業者の皆様へ

「自社の商品をどんどん
PRしたい」

「町の特産品を全国に届
けたい」

「町の素材を使った商品
開発をしてみたい」

吉野町では、町の魅力のPRにつな
がる「ふるさと納税返礼品」をご提
供いただける方を募集しています。

返礼品募集要項など　　　　　
詳細はこちらから➡

そんなときはお気軽にご相談を。

政策戦略課公民連携室
ふるさと納税担当
℡（3２）3081

お問い合わせ
ご相談

地
元
の

逸
品

     

大
募
集

ふるさと納税で
吉野町を盛り上げよう！

返
礼
品
で
P
R 　 　

西澤巧平議員

奈良県町村議会議長会 参与に再任

令和5年５月25日に開かれた奈

良県町村議会議長会役員会に

おいて、西澤巧平議員が同会

(県内27全町村議会議長による

組織)の参与に再任されました。

５月の育児サークル（ぴよぴよ広場）

５月１９日に育児サークル（ぴよぴよ広場）を開催しました！

今回は長寿福祉課の職員である松村由美を講師として、

ヘアゴムをハンドメイドしていきました。

お母さんとお子さんが一緒に布を選ぶ姿や、大型遊具で

お友達と楽しく遊ぶ様子が見られ、明るい声が響く空間

となりました。

次回のぴよぴよ広場は、7月7日（金）に

「夏の手形・足形アートを作ろう！」を開催

予定です。申込みは保健センターへ

【℡（39）9079】

久しぶりに集中
してやったかも

同じ年齢の子どもをもつお
母さんたちと日々の生活
のお話ができてよかった！
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